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　大正、昭和期に日本の女子教育に尽くし
た大妻コタカ（1884 ─ 1970 年）。大妻学
院（大妻中高、大妻多摩中高、大妻中野中高・
大妻嵐山中高・大妻女子大）は学祖・コタ
カの教えを普遍的な価値観として伝えます。
理科教育とグローバル教育に色濃い大妻嵐
山中高は、令和の今をどう見据えるのでしょ
うか。4月からの新任で、別学の教育経験が
豊富な榎本克哉校長（64）に聞きました。

育つ環境に男女差なし

─「規律」に「ハードワーク」。私立の女
子校にあって、力強いです。
　学生時代ラグビーに取り組み、ラグビー
部顧問だった私自身の経験からですが、フィ
ジカルで劣る者が大きな相手に対抗してい
くことは、個々がどれだけハードワークで
きるかにかかっています。そこに男女差は
ないと考えます。私自身がラグビーを通じ
て大事にしたことは、とにかく倒されても
素早く起き上がり、人数をかけて次のプ
レーに動くこと。これを全員が徹底するこ

「恥を知れ」。自分自身と向き合うための言
葉です。正しい心でもって学びに向かい、
「恥じるような行いをしていないか」と自ら
に問い続けること。他者へのリスペクトと
感謝の気持ちは品格に表れます。本校が育
てたいのは「心美人」。そしてそれは学校の
規律の中で育まれるとも思っています。中
高 6 年間で、研究、英会話、部活とハード
ワークしながら身につけていってほしい。

敬うから頑張れる
「男も女も関係ない」

榎本克哉
大妻嵐山中学 高校 校長

榎本克哉（えのもとかつや）
鴻巣市出身。松山高校→早稲田
大卒。日本旅行に勤務後、川
口女子高世界史教諭。熊谷高、
川越高と別学を数多く経験す
る。病弱特別支援学校長、南陵
高校長、松山女子高校長を経て
2018 年から大妻嵐山中高教
頭。23 年 4 月より同校長。

─新たな取り組みで、大きな変化は？
　次年度の中学入試から「まなび力入試」と「ま
なび力エキスパート入試」を一本化します。前
者は基礎学力重視型で、後者は小学生時代に取
り組んできたモノやコトをエントリーシートで
見る入試。今年度はダンスの全国大会出場や英
検などの各種資格で色んな実績がありました。
また新たな入試として、「適性検査型入試」を
導入します。文章を読み取って自分の考えをま
とめたり、表やグラフから問題点を読み取り、
論理的に表現する力などを測る入試です。いず
れも通常の学力テストでは測りきれない協調
性、学習意欲、やり抜く力や思考力・判断力・

中学では、ネイティブの講師たちの指導を

学祖・大妻コタカの教え 
今こそ

受けています。「自己表現
ツール」としての英語を楽
しく学ぶ English Camp、
福島県ブリティッシュヒル
ズでの英語合宿を経て、歌
ありダンスありの英語劇
（English Festival） で 集
大成を披露します。中学の
内に発話を多く経験し、英

語に慣れてもらう。外国人相手に気後れし
ないようになります。高校 1 年になると、
グローバル探究の一環である英語による研
究発表会に向けた準備にかかります。夏の
外国人留学生とのディスカッション (グロー
バルキャンプ ) を通じて、各グループは研
究テーマを練り、深掘りしていく。3 月の
研究発表はプレゼン大会です。昨年度は「瞼
と整形」( なぜ日本の若者は二重を好む )、
「快適な空の旅」( 環境変化と味覚変化 )、「信
仰の価値観」の三つのテーマで争われ、探
究レベルの高さと英語力に驚かされました。
今年度からは、高 2 の修学旅行でフィール
ドワークと現地大学生との交流を行う予定
でいます。グローバルマインドを育む上で、
集大成となる交流機会となってほしいです。

─学校全体で、課外活動に力を入れていま
すね。地元の小学生に向けて先生と生徒が
英会話や理科実験のワークショップを開い
たり、コーラス部がお年寄りのために地域
の施設で歌ったりとか。

─大妻学院の学祖大妻コタカはもともと
理科数学を志した人とも聞きます。大妻嵐
山高は開校 56 年、中学は 20 年目です。
理科とグローバル教育の歩みは？
　中学開校時、校長の小林節先生が掲げた
「環境教育」と「科学する心」が始まりです。
女子の理系大学への進学希望が増加するよ
り前の話です。嵐山町は国蝶オオムラサキ
の生息地として知られ、1 年生全員が取り
組むオオムラサキの飼育・観察・発表は中

地域に根差し
社会へ発信

身近な自然で始まる理科
 ネイティブが促す英語

　大妻の学び舎に集まる子
どもたちには将来、社会貢
献ができる自立した女性と
なってほしいのです。多感
な時期に、自然あふれる武
蔵嵐山の地で、のびのび自
分らしく心を育んでほし
い。生徒の発表の場は、もっ
と活発になっていきます。
　地域に根ざすことは、これからの私学に
おいてとても大切なことだと強く感じてい
ます。私がかつて勤務した別学の伝統校は地
域との結びつきがとても強い。こうした伝統
校と肩を並べていくために、学校が持つ各種
教育資源を地域に還元し、新たな社会的価値
を生み出す学校に成長していきたい。
─先生が学外で活躍するイメージですか？
　今年 3月には、鈴木崇広先生が理科の教育
実践を表する東レ理科教育賞で最高の「文部
科学大臣賞」を受けました。鈴木先生が教育
実践した「アルミ箔と界面活性剤を用いた美
しい銅板の黄銅めっき法」は、プロが評価す
るすごい研究だったそうです。教え子の岸優
夏さん（高校 3年）はこの研究で一昨年の日
本学生科学賞（中高生対象では国内最高峰の
科学賞）の全国 2位に。上位大会の国際学生
科学技術フェアでは英語で研究発表しました。
サイエンス部は毎年のように活躍しています。

学開校とともに始まりまし
た。生徒は身近な自然事象
への興味関心を出発点にす
ることで、高校で学ぶ「物
理」「化学」「生物」「地学」
などの必要性を理解してい
く。中学 3 年ではグループ
毎にそれぞれのテーマで集
大成となる科学論文をポス
ター発表します。サイエンスに興味を深め
た生徒は、高校のサイエンス部で活躍して
ほしいです。
　小林先生の「女子の理科教育」は大きな
評判と共感を呼び、都内からも多くの生徒が
集まりました。その後、次の篠原善廣校長の
代で、サイエンスに加えて英語教育（とくに
会話能力）が打ち出されていきました。現在

表現力といった「非認知的能
力」を重視していくものです。
─なぜですか？
　大妻嵐山ならでは大妻ス
ピリットは、大妻コタカ先
生が生涯をかけて目指し
た、女性の自立のための教
えです。これらは時代を超
えた価値観でもあり、非認

知スキルともいえる「人間力」に言い換え
られるものです。それを「コタカ学」とし
て、大妻嵐山では生徒に伝え続けています。
ベースにあるのは、謙虚さ、相手を敬うこ
との大切さ、品格、自ら学ぶことの姿勢。
そのうえで、子どもたちには自ら表現し、
発信できる力を養ってほしいのです。
　本校の校訓はコタカ先生の教えにある

とでした。そのためには自らを厳しく律し
ていかねばなりません。この力は県内の強
豪進学校にも伝統的にみられる力です。ハー
ドワークは 2015 年のラグビーワールド
カップ（Ｗ杯）で日本代表を率いて南アフ
リカ代表を倒し「ブライトンの奇跡」を演
出したエディジョーンズ監督が日本代表に
もたらしたマインドでもあります。そして
そのベースには相手を敬う心がある。先の
WBC（ワールドベースボールクラシック）
で決勝のアメリカ戦の前、大谷翔平選手が
チームにかけた言葉が印象的でした。「今日
は憧れるのをやめましょう。憧れてしまっ
たら超えられない」と。厳しい鍛錬を重ね
る選手たちが、ふだんどれだけメジャーリー
ガーを尊敬しているかが伝わりました。頑
張る力は人を敬う心、礼法を大事にする集
団の中でこそ磨かれると思うのです。
─別学と共学、両方の教育経験から言えることは？

　今本校で
は、社会貢
献活動の一
環として、
受験を控え
る保護者や
受験生たち
に向けたセミナー（受験生応援プロジェク
ト ) を実施しています。受験のお役立ち情
報や、別学・共学・公立・私立それぞれの
メリット・デメリットなどを伝えるセミナー
です。聴講者の中で誤解されがちだったの
は、別学はジェンダー解放の時代に合わな
いのでは？　ということ。「まったく逆です」
と伝えています。ある共学高の学園祭の後
片付けの時でした。女子生徒に荷物運びを
頼んだ際に言われたのが「男子にやらせま
す」だった。「私たちは軽作業をします」と。
自然と男女の役割が固定観念になっている
なと感じました。ジェンダー格差の問題で
別学の存在意義は揺らぎません。女子校は、
自分たちでなんだってやるんですから。
　　　　　　　（聞き手と構成：橋上賢太）

【インタビュー】

教　育

昨年12月、日本学生科学賞で入
選 1等の「みつばち LABO」の
関根ひかりさん、荻原蒼さん、山
下麻梨さん＝高3、左から（提供）

サイエン
ス部で活
躍する岸
優夏さん
＝高3
（提供）

今年３月、英語によるプレゼン大会で
大学の留学生と交流するようす（提供）
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